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評　価　計　画 自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

令和５年度　学校評価報告書 （ＮＯ１）（様式１－１）

学校教育目標 重点目標未来を生き抜く力（徳・知・体）と社会性を併せ持つ生徒の育成 思いやりの心（受容・共感）を持ち、互いの考えを認め、主体的に取り組むことができる生徒の育成

大牟田市立宅峰中学校

次年度における改善策（案）

重
　
点
　
目
　
標
　
に
　
関
　
す
　
る
　
評
　
価

重点目標 目標達成のための方策（取組指標） 成果指標 結果（成果○と課題△） コメント

○確かな学力の向上 生徒に授業の見通しをもたせ、主体的に取り
組むために、生徒の考えにもとづくめあての
提示と生徒が学んだことが分かるまとめの設
定。

〔生徒授業アンケート〕（項目　受け方①）
めあてを理解して授業を受けている生徒　⇒　3.6以
上

○

△

△

△

校内研究では、各教科の授業に自分の考えを書く活動と
対話場面を位置付けた取組を位置付けたことで、教師が
単元を通して書く活動や対話活動を取り入れた授業を行
うことができた。
今後はＩＣＴを活用しながら、個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を図ることで、授業の質の向上を
目指した取組が必要である。

空き教室がなく習熟度別の授業を実施できないため、Ｔ
Ｔの授業における個別最適な学び（個に応じた指導）の
具現化を図る必要がある。

前期のアンケートと比較し、３年生の家庭学習時間は増
加したが、１年生、２年生の家庭学習時間は逆に減少す
る結果となった。家庭との連携やタブレットドリルの活
用などの取組を行う必要がある。

・
・
・

・

・

・
・
・

学校の評価は妥当である。
様々な視点からの評価を実施している点が良い。
自分の考えを書くこと。とても素晴らしいと思います。様々な意見
や表現を認め合うことはとても良いこと。
生徒が意欲的に取り組めるよう、生徒の考えにもとづく「めあて」
を提示することや「対話活動の場面設定」は、非常に効果的だと思
います。
家庭学習時間確保のためタブレットドリル等の活用に期待します。

学校評価は上方修正すべきである（4項目）
家庭学習の徹底を小学校から行っておく必要がある。
家庭学習等の習慣づけは中学校からでは遅すぎると思います。小学
校もしくはそれ以前からの環境作りが必要と考えます。根本的な改
革のため連携組織（学力向上委員会的な活動）が市全体に広がるこ
とを望みます。

学校の評価は妥当である。
生徒が主体的に取り組んでいる姿が素晴らしい。
すべての教育活動において生徒の主体性を高めようと手立てを打っ
ているのが良い。
課題等に対し生徒が主体的に取り組むことを意識付けられたことか
ら、主体性においては着実に成果が表れていると思われます。
生徒の自主性を尊重し、一人ひとりに伴走した対応をされているこ
とは素晴らしいです。人権学習面に於いては、地域の特徴を捉えた
学習の仕方は高い評価に値すると考えます。宅峰中だからできる人
権教育・道徳教育を今後も続けていただきたいと思います。
社会性について狭い環境の中での経験が多くなっているので、いろ
いろな関わりを持たせてほしい。

○主体性、社会性、
人間関係力の向上

道徳科の時間の充実を図る。重点項目：「思
いやり、感謝」「相互理解、寛容」「公正・
公平・社会正義」「社会参画、公共の精神」

〔職員：教育課程評価〕（項目⑩⑪⑫）
⑩計画に沿って実施⑪副読本の活用⑫道徳性を高め
る指導の工夫⇒3.０以上

○

○

○

〔職員：教育課程評価〕（項目⑭）生徒が主体的・
協働的に活動するよう指導している。）〔生徒指導
評価〕（項目㉗）学校行事や生徒会活動に主体的・
協働的に取り組んでいる。⇒3.０以上

・

・

・

授業における「自分の考えを書く活
動の場面」と「対話活動の場面」に
おける質の向上を図る取組を行う。

授業改善の重点「考えの根拠を明確
にさせる授業作り」では、考えの根
拠となる事柄を視覚的に表現（根拠
となる文章や資料に線を引いたり、
色を付けたり、式や言葉を結びつけ
たりする）していく。

説明する際に根拠となる事柄が指し
示されたり、述べられたりすること
ができるようにする。

各教科の授業の中で対話活動の場面と自分の
考えを書く活動を中心とした場を設定する。

〔職員：教育課程評価〕（項目③⑥）
③「自分の考え」「根拠となる叙述」と「その理
由」を取り入れた書く活動を取り入れている。⑥対
話的な交流活動を設定し、協働的に学習に取り組む
場を設定している。（対話活動の場面の設定）⇒
3．0以上（７５％）

教科担当者と指導工夫改善教員の連携を図
り、個々の学力や実態に応じた支援・指導を
充実させる。（個に応じた指導の充実）

〔職員：教育課程評価〕（項目⑧）
指導方法の工夫改善や個に応じた指導の充実に務め
る⇒　3.0以上

基礎学力向上のために家庭学習習慣の定着を
図るため保護者への周知を推進。

〔生徒授業アンケート〕(家庭学習時間)
１時間以上家庭学習する生徒⇒　7０％以上

・

・

各教科・領域における授業（主体的
で対話的な学習活動）を通して、主
体性、社会性、人間関係力を身に付
けるための基盤となる資質・能力の
向上を図る。

本校の特色でもある「防災・減災教
育」を主軸とした教育活動の充実・
発展を図るとともに、主体性、協働
性、社会性、人間関係力を発揮させ
る場面を全ての教育活動に位置付け
る。

人権・同和教育の視点に立った学年・学級づ
くり

〔職員：学校自己評価〕（項目⑯）
⑯生徒にとって「心の居場所づくり」や「一人一人
が大切にされている」ことを心がけている。⇒3.3以
上

生徒に様々な教育活動の中で積極的生徒指導
を取り入れ、自己存在感・自己有用感を高め
る。

〔生徒指導アンケート〕（項目①）
①生徒指導の３つの留意点を全教育活動に浸透させ
る　⇒　3.3以上

全ての教育活動で生徒が互いの考えを認め、
主体的・協働的に取り組んでいくことができ
る態度や資質の向上を図る。

教育活動において生徒が主体となって取り組むこと（課
題の設定、課題解決のための取組等）を意識した指導計
画を設定し、支援していく場面が見られた。その結果、
生徒も主体的に取り組む姿が見られるようになった。

総合的な学習の時間では、ＥＳＤ/ＳＤＧｓの考えや外
部人材を多く活用した取組を行うことで、主体的に生徒
が取り組むようになった。

教職員が教育活動後の生徒の様子や実態等を踏まえなが
ら、次の教育活動に生かそうとする姿勢が見られるよう
になった。

・
・
・

・

・

・

・
・

・

・
・

・

学校の評価は妥当である。
定例会議をとおして、課題等の共通理解や情報共有を図ることによ
り、適切な組織運営が行われています。
会議も短時間に終わらせるなどの工夫をされており、教職員の負担
を軽減できるような取組は評価できます。防災・減災教育について
は、地域住民の参加を促し協働で取り組まれる仕組みを作られると
学校への理解が更に深まると思います。
Ｍボードを毎日出しているので学校の様子がよくわかります。
Mボード等を活用し、情報発信の工夫がなされていると思います。
（情報の見える化）
Mボードで行事での予定等を報告していただけると助かります。地
域の方が楽しみにしている。

・

・

校務運営上の課題を明確にさせ、そ
の課題解決に向けた方策を担当分掌
で協議、提案させることにより、組
織の活性化の更なる活性化を図る。

Mボード、学校通信、HPを中心に
継続的・積極的な情報発信や地域連
携による「防災・減災教育」の充実
による学校教育活動への理解を図
り、地域に根ざした学校を目指す。

分掌部会内における協働的な取組と分掌部
会、学年部会等において縦横の連携を図る。

〔職員：学校自己評価〕（項目⑭）
⑭分掌部会、学年部会において組織的・協働的に取
組を行っている　⇒3.３以上

学校開放日を設定し、地域や保護者との連携
を推進する。

〔保護者アンケート〕（項目㉚㉛）
相談しやすい、保護者の期待に応える
　⇒　3.４以上

月１～２回の学校便りの発行やＨＰを活用
し、随時、情報発信を行う。

定例的に運営委員会・生徒指導委員会等を開
催し、組織運営の中で見通しを持って諸活動
の推進を図る。

〔職員：学校自己評価〕（項目⑬）
⑬校務分掌が適正に配置され重点目標を理解しなが
ら見通しを持って運営にあたっている　⇒3.2以上

〔保護者アンケート〕（項目㉜）
情報発信している　⇒ 3.3以上

・
・

・
・
・
・

・

支援を要する生徒が増加しているため、一人一人の相談
時間の確保やＳＣ、ＳＳＷとの連携した対応が必要であ
る。
教職員が「生徒が互いに認め合い、支え合う集団づく
り」について共有できたことで、学校行事や生徒会活動
における生徒の言動にも表れていた。
別室登校の生徒への課題の提供を確実に行うだけでな
く、教職員が空き時間に個別に教えるなど学力保障にも
努めることができた。

・
・

・

・

学校の評価は妥当である。
いじめに関しては小中連携した情報のやりとりが大切だと思いま
す。
アンケート実施等、未然防止の取り組みが確実に行われています。
組織的な取り組みの成果が表れていると感じます。
先生方のご尽力に感謝いたします。
生徒への聞きとりや保護者への説明は丁寧に行われているとのこと
で安心しました。事件や事故に繋がらないように生徒の安全面には
特に注視をお願いいたします。
アンケート結果の奥にひそむ事象に心配りができるかが大切だと思
います。

・

・

いじめ事案も含め、生徒指導事案に
ついては、学年・分掌・管理職間で
情報共有を迅速に図るとともに、保
護者への正確な情報提供を行い、家
庭と連携した問題解決を図る。

生徒に「自分の大切さとともに他人
の大切さを認めることができる人権
感覚」を身に付けさせるとともに、
生徒一人一人が安心できる、心の居
場所となる学年・学級作りに取り組
む。

い
じ
め

○いじめを「しな
い、させない、みの
がさない」指導体制
の推進

いじめに関するアンケート（月1回のいじめ
アンケ－ト・学期1回の生活アンケート及び
保護者アンケート）を確実に実施し、担任・
学年・生徒指導部を中心に早期発見・早期対
応に努める。

〔学校生活チェックリスト〕の実施と結果の確認及
び組織的対応
いじめ、不安の訴えへの対応　⇒　１００％

いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、情
報の共有と相談体制の確立を徹底し、早期対
応・組織的対応を行う。

〔職員：生徒指導評価〕（項目⑫）
⑫早期に組織的な対応に努めている
　⇒　3.５以上

生徒会によるいじめ防止のための啓発活動を
行う。

生徒会の取組として、年２回校舎にいじめや差別を
しないための啓発（言葉を掲示する）を行う。

学校の評価は妥当である。
不登校を生まない取り組みについては、さらに小中連携していくこ
とが必要である。
取り組みの成果は、数として表れていませんが、SSWや関係機関と
の連携した取り組みは効果的だと感じます。今後も継続・発展を望
みます。
支援を必要とする生徒は増加傾向にありますが、宅峰中は管理職の
先生の理解があり、福祉事業者も介入ができやすい学校だと良く聞
きます。関係機関との連携を大切に位置づけ、それぞれの役割を先
生方が理解して活かしていただいている成果だと認識しています。
いじめの早期発見や対応についても日頃から担任をはじめとした教
職員の目配り・気配りによるところが大きいと思います。

・

・

人間関係作りの充実を図るために、
生徒一人一人が安心できる、心の居
場所となる学年・学級作りに向けた
具体的な取組を行う。

福岡アクション3を確実に実施する
とともに、不登校及びその傾向があ
る生徒には、保護者（家庭）の協
力・理解のもと、学級担任や副担
任、ＳＣやＳＳＷ等による組織的な
支援体制を継続していく。

学校行事や生徒会活動を通して、「互いを思
いやり、認め合う、支え合う」場面を設定
し、人間関係力の向上に努める。

〔職員：生徒指導評価〕（項目③㉗）
「共感的理解の指導」「主体的・協働的取り組み」
⇒　3.3以上

不登校やいじめを生まない集団（「大切にさ
れる」「心の居場所」）づくりの推進

職員：生徒指導評価〕（項目②）
いじめや不登校を生まない「心の居場所となる」学
級づくりに努めている。⇒　3.3以上

不
登
校

　◇　評価について ・【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　３：ほぼ達成（７０％～９０％）　　２：もう少し（６０％～７０％）　　１：できていない（６０％未満）
・【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである

○

○

△

アンケート等におけるオンライン活用や午後７時以降の
電話対応の削減により、教職員の業務改善（負担軽減）
を図ることができた。
部活動については、管理職が毎週休日の部活動の活動状
況を把握することで、市の規定による部活動休業日を設
定・実施することができた。
昨年度より時間外勤務時間の１０％の削減が達成できた
月が少なかったが、全体としては減少している。今後は
８０ｈ超、１００ｈ超の職員が生じる要因を明らかに
し、対策を講じる必要がある。

・
・
・
・

・

・

学校の評価は妥当である
時間外勤務時間の削減を指標にするのは難しいかもしれない。
オンラインを活用し事務の効率化が図られています。
改革の難しさがある中においても、学校閉庁日や部活動休養日等、
着実に取組が進められています。
本当に大変だと思いますが、先生方がしっかりと生徒達のことを見
ていただいていると感じています。
教職員が疲弊されないような仕組み作りをお願いしたいと思いま
す。

・

・

時間外勤務時間の削減に向けて、
ICT活用も含めた教職員の業務改善
（負担軽減）を図るなど。教職員の
意識改革に取り組む。

保護者や地域住民に対する周知・理
解に向けた広報活動（学校HP・学
校だより）の更なる充実を図る。

働
き
方
改
革

○市の働き方改革取
組指針にそった働き
方改革の取組の実施

業務改善検討委員会による業務内容の見直し
と共通認識を行う。

業務改善検討委員会を定期的に実施し、教職員の意
見を聞きながら改善を積極的に行う。

学校閉庁時間、学校閉庁日、部活動休養日、
学校定時退校日の設定と水曜日午後の効果的
活用。

水曜日午後の効果的な活用と学校閉庁時間、学校閉
庁日の教職員（管理職による呼びかけ）・保護者へ
の周知と確実な実施。

各個人の月ごとの時間外勤務時間を把握し、
個別の相談等を行う。

昨年度より１０％の削減を目指す。管理職による個
人の体調管理と勤務時間の把握及び積極的な声か
け。

○地域に開かれ、信
頼される学校づくり

○

△

○

会議内容等を理解し、見通しをもって運営にあたってい
る。

分掌内や係内での協働による運営については、特定の個
人に負担がかからないよう今後更に検討し、組織的な取
組となるような機能・充実を図る必要がある。

ホームページ（Mボード）や学校通信により、定期的に
学校の様子を発信したことにより、保護者アンケートの
評価も高い。また、地域や保護者の方から学校の様子に
ついての話題も増えた。来年度は学校からの情報発信と
ともに、地域住民も教育活動に参画する取組も検討す
る。

○教職員の組織運営
の確立と協働体制の
推進

○不登校生徒の個に
応じた支援体制の推
進と望ましい人間関
係づくりと集団づく
り（未然防止の取
組）

教育相談を効果的に行ったり、関係機関等へ
つないだりしながら組織的な対応を推進。

〔職員：生徒指導評価〕（項目⑭）
効果的な教育相談　⇒　3.3以上
不登校・不登校傾向生徒＜昨年度より減少＞

△

○

○

○

△

○

いじめに関するアンケートに関しては確実に実施するこ
とができた。

いじめ事案は昨年度より増加したが、組織的に対応して
いくことができたが、保護者や教職員間における情報共
有の在り方、教職員一人一人のいじめや差別等を見抜く
力などを研修や事案の検証等を通して身に付けていく必
要がある。

生徒会によるいじめ防止の取組（啓発活動）を２回行う
ことができた。今後も継続した取組を行うことで生徒の
人権感覚を養っていきたい。



評価 評価

4 A

4 A

3 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

3 A

4 A

4 A

3 A

4 A

4 A

4 A

A

4 A

3 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

4 A

安全教育に関する研修について様々な事故例
等を示しながら教職員の安全に対する意識の
向上を図っていく。

支援が必要な生徒の増加により教職員と特別
支援教育支援員との連携をこれまで以上に推
進していく。
特別支援教育の推進とコーディネーターを中
心に個別の支援計画・指導計画について内容
の充実を図るとともにその活用推進を図る。

・ 教育目標、重点目標を教職員だけでなく生徒
にも積極的に周知し、学校全体で目標達成に
向けた様々な取組の充実を図っていく。

◇　評価について

○

△

教室・廊下における掲示物等の充実及び花壇の整備
について積極的に取り組む事が出来た。
再編前や使わなくなった備品や教材が残っており、
備品や教材教具についてさらに点検等を行い整理し
ていく必要がある。

・
・

・

学校の評価は妥当である。
校舎内外において環境整備と美化に努めらています。定期的な備品管理
を行うことで、整理整頓に務められており、いつも気持ちよく感じてい
ます。
学校内の花壇の手入れも行き届いています。生徒と先生が一緒に活動さ
れている微笑ましい場面に遭遇したことがありました。

○

△

校内研究の課題として授業改善に取り組み、宅峰中
学校の授業形態として「宅峰さしすせそ」を全職員
で共通理解し実践することができた。授業改善への
職員の意識の向上につながった。また、職員の校外
研修への参加を積極的に行うことが出来た。
今後、様々な研修を行うとともに、生徒指導面では
発達支持的生徒指導の推進を図る必要がある。

・
・

・

・

学校の評価は妥当である。
中学校で生徒が困らないように小学校段階で基礎学力を身につけておく
必要があると感じています。
校外研修への積極的参加が図られています。また、「宅峰さしすせそ」
は職員の意識向上に有効な手段と考えます。
教職員のスキルアップのための研修は必要だが無理のないよう減らして
もいいのではと思います。

指導力向上を意識し、積極的に研修に参加する⇒職員の
校外研修参加の実績

学校教育目標、重点目標を全教育活動や学年・学級経営
に生かしている⇒学校自己評価①②3.１以上

○

△

学校教育目標、重点目標を理解し、それらを意識し
た学校・学年・学級運営がなされた。特に学校行事
等においてはそれらを意識した計画・運営がなされ
ていた。
今後、授業においても教育目標、重点目標を意識し
た改善を推進していく必要がある。

・
・
・

学校の評価は妥当である。
目標設定に応じた確実な計画・運営が行われています。
｢宅峰さしすせそ｣は、生徒が覚えやすく聴覚に馴染むフレーズでとても
良い取組だと思います。

・【自　己　評　価】　　４：目標達成（９０％以上）　　３：ほぼ達成（７０％～９０％）　　２：もう少し（６０％～７０％）　　１：できていない（６０％未満）

宅峰中学校の授業形態としての「宅峰さしす
せそ」をさらに推進し、授業の質の向上に努
める。
中堅・若年教諭の校外研修への参加を推進
し、教職員の質の向上に努める。
生徒指導における校内研修の充実を図る。

○

△

Ｍボード、学校便り、学年便りを定期的に発行でき
た。また、メール等の積極的発信により保護者への
周知徹底ができた。
学校メールの加入はほぼ全家庭で出来ているが、
LEVERの加入が低いので推進していく必要がある。

・
・
・

学校の評価は妥当である。
小中における特別支援教育支援員の連携が増えたことはとても良い。
特別な配意が必要な生徒や、その保護者に対して教職員の関心や理解が
深まっているように感じています。福祉関係者とも密接な連携を図り、
学校として特別支援教育に取り組まれていることに感謝します。

・

・

○

○

△

分掌ごとに各訓練や各教室を計画的に実施できてい
る。
月１回の安全管理はできている。日頃の巡回確認も
継続している。
生徒の事故等における緊急対応等を含め、様々な事
例等を考えながら研修等を行っていく必要がある。

・
・

・

学校の評価は妥当である。
きちんと安全管理が行われ、定期的、計画的に実行されています。今後
の継続・発展を望みます。
委託業者による施設の安全管理や避難訓練や救急救命講習が徹底され、
生徒たちの安心・安全が担保されていることは心強く、保護者からの信
頼に繋がっていると思います。

・

○

○

△

特別支援教育支援員との定期的な研修を行いなが
ら、支援の在り方について協議することが出来た。
個別の支援計画等についてもコーディネーターの働
きかけにより作成・見直しを行うことができた。
配慮が必要な生徒の増加により、個別の支援計画等
の活用を図っていきたい。

・
・
・

・

・

地域の方々と協働しながら行うことが出来る
防災減災教育について計画を推進していく。
これまで行ってきた職場体験の再開に向けた
計画を推進していくとともに新しい体験学習
についても開拓していく。

○

△

職員研修及び外部からの講師を活用し計画的に実践
することが出来た。
食育の充実を図るため来年度は、講師の先生を招聘
し食育教室の推進を図る必要がある。

・
・
・
・

学校の評価は妥当である。
計画的に実行されています。
保護者対象の食育学習会の開催も検討されてみてはいかがでしょうか。
栄養面だけでなく人体への影響をしっかり伝えてもらっていると思いま
す。

・

・

関係機関と連携を図りながら薬物乱用につい
て重点的な取組を図っていく。
講師招聘による食育教育の充実を図る。

積極的生徒指導の視点に立った教育活動を進めるこ
とが出来た。特に、行事等については生徒達に主体
的に取り組ませるよう計画・企画から運営までを行
うことが出来た。
校区内の小中学校における相談部会（養護教諭・Ｓ
ＳＷ）を定期的に行い、入学前の生徒の情報を共有
するとともに対応について協議することが出来た。
保護者からの情報等について全職員でしっかりと共
有するために、その方法を具体化させる必要があ
る。

・
・
・

・
・

学校の評価は妥当である。
小中学校における相談部会を行っていただきとても有り難く思います。
体育会等の行事において企画・運営を生徒に主体的に取り組ませること
により生徒指導の充実が図られています。
SSWの常時配置等、いじめに対する組織的対応に取り組まれています。
特に養護教諭やSSWの対応能力は高く、家庭環境整備や発達特性を持つ生
徒へのアプローチは特に評価して良いと思います。校区内で行われてい
る相談部会にも僅かな時間ですが参加したことがありましたが、活発な
議論が交わされていました。日頃の連携の大切さを感じたところです。

特別支援教育

組織運営

研　　修

教育目標
学校評価

健康教育の推進

安全管理の徹底

校外研修の推進

学校教育目標の設定

保健委員会による健康安全への配慮及び指導が適切に行
われている⇒薬物乱用防止・エイズ学習等の計画的実践

食に関する教育の推進 食の安全への配慮及び指導が適切に行われている⇒アレ
ルギー対策の徹底、食育指導

研究主題・計画を理解し、研究推進委員会を中心に計画
的・組織的に行っている。
全員公開授業の実施⇒学校自己評価⑩３．０以上

交通安全教室、避難訓練・救急救命講習等を計画的に実
施している⇒訓練・講習会の実施

要支援生徒への支援員と連携した支援体制の充実⇒支援
員アンケート評価・支援員連携会議の実施

個別の支援計画の作成・実施 個に応じた支援計画等を作成し、実施している⇒特別支
援学級での個別指導計画の実践、見直し

施設・設備の安全点検を月１回行い、安全管理に努める
⇒月１回の実施、安全巡回

安全教育研修会の推進 危機管理マニュアルをもとに様々な事例についての研修
に努める　⇒研修会の実施

支援体制の充実

安全対応能力の向上

（様式１－２）

総
　
　
　
　
　
括
　
　
　
　
　
的
　
　
　
　
　
評
　
　
　
　
　
価

学習指導の工夫・改善 授業改善（対話的活動、書く活動の場面設定と質の向
上）を行う
◇研修テーマにそった全職員の公開授業研究の実施

不登校対応の充実（組織的な対
応）

校内の教育相談部会、校区内の小中連携による相談部会
を中心とした不登校傾向、不登校生徒に対しての組織的
な支援に努めている　⇒具体的な減少実績

いじめに対する組織的対応の充
実

いじめの早期発見、早期対応、組織的対応、継続指導に
努めている⇒生徒指導評価（生指）⑤⑫３．１以上

積極的生徒指導の充実 生徒指導の３つの視点・自己有用感の高揚、共感的理解
に努めている⇒職員評価（生指）①③３．０以上

ESDの視点によるキャリア教育
の充実

体験活動「学びの旅」を中心にすえ、自らの将来の生き
方について考えさせる場を設定する
◇職員：教育課程評価⑮⑲　３．1以上

教材・教具の整備、管理 備品管理、教材・教具の整備状況の確認
⇒定期的な備品の確認

評　価　計　画

領　域 評価の観点 評価指標（①取組指標または②成果指標）

学校行事、授業参観等を通して、学校を開放している⇒
機会の確保状況

教育課程
学習指導

進路指導

生徒指導

保健管理

安全管理

組織的・計画的な進路指導 ねらいを意識した職場体験、福祉体験活動等の実施

令和５年度　学校評価報告書 大牟田市立宅峰中学校

次年度における改善策（案）

・

・

・

発達支持的生徒指導について教職員の研修進
めていくとともに教職員の意識改革に取り組
んでいく。
校区内の小中学校における相談部会の結果を
ふまえ新入生に対する中１ギャップの解消に
努めていく。
いじめを生まない学年・学級経営の実践に重
点を置くとともに早期発見・早期解決ための
取組について教職員間の情報共有を重視す
る。また、関係機関との連携のあり方につい
ても改善を図りながら強化していく。

（ＮＯ２）
自　己　評　価 学校関係者評価 改　善　計　画

○

△

授業改善に向けた教職員の意識の向上と日常におけ
る実践が見られるようになった。
年間指導計画に基づき授業時数の確保に努めたが、
水曜日の取り扱い等の変更でインフルエンザや大
雨・台風の影響による学年閉鎖や臨時休校により困
難さがあった。教職員全員による公開授業は、ほぼ
全員実施できたが、協議時間の確保ができなかっ
た。

・
・
・

・

学校の評価は妥当である。
教育課程評価をもとにしてきちんと評価がなされている。
教職員の意識向上を図られ、確実な授業改善が行われています。また、
授業時数の確保についても感染症等による影響下において工夫に務めら
れています。
感染症や不安定な天候の影響で学年閉鎖や臨時休校の処置がとられ生徒
たちの安全・安心を守れたという観点で先生方の尽力に感謝します。

・

・

水曜日の取り扱いと土曜授業の変更により年
間の総授業時数をふまえ、柔軟に対応しなが
ら計画を進め授業時数確保に努める。
これまでの実践を元に授業改善の視点を明確
にしながら学力向上のための質の向上を図っ
ていく。

○

△

結果（成果○と課題△） コメント

教育課程の編成・実施

地域や関係機関との連携により多くの人材を活用し
た取組を行うことが出来た。特に、防災減災学習に
ついては３カ年間を通した取組の充実を図ることが
出来た。
福祉体験（福祉施設への訪問）、職場体験について
はコロナが５類へと移行したが出来る状況にはない
ので、今後見直しを図る必要がある。

・
・

・
・

・

学校の評価は妥当である。
小学校段階から防災減災教育の充実を図る必要があると感じました。幼
児・高齢者等も参加しての防災減災教育が出来ればと思います。
防災減災学習について計画的な取り組みが図られています。
地域や関係機関との連携については高い評価をして良いと思います。宅
峰中校区は令和2年7月の豪雨災害で特に被害を受けたことから防災減災
学習は非常に意味のある取組で成果はあったのではないでしょうか。
校区内の保育施設と連携し保育実習を行い、効果的な取り組みを進めら
れています。

花壇の整備や掲示物等の充実については生徒
による協働的な取組を図っていく。
事務室と教職員が連携しながら定期的に備
品・教材の点検整理等を進めていく。

行事等を含めた教育活動について内容を精査
しながら充実を図るとともに、地域や保護者
への参加を推進していく。

・ 管理職、主幹、主任主事、職員との情報共有
及び連携についてこれまで以上に強化し、職
員全体の意識の向上を図る。

校内一般研修の推進 事例をもとに様々な教育問題についての研修を行う

○

△

水曜日の午後を使っての各部会等での話し合いをス
ムーズに行うことができたため職員間での協働的な
運営を行うことが出来た。
一部情報の共有が出来なかった部分があり対応に苦
慮する面があった。今後は情報共有に関して、どの
ように職員の意識の向上を図るかが課題である。

・
・

・

運営・責任体制の徹底 職務を明確に理解し、協働的に活動している⇒学校自己
評価⑬⑭　３．０以上

能率的・効率的な運営の推進 諸会議の報告、連絡が確実になされ、学年・学級経営等
に活かす⇒学校自己評価⑰３．０以上

主題研究の推進

学校の評価は妥当である。
定例会議をとおして、課題等の共通理解や情報共有を図ることにより、
適切な組織運営が行われています。
多忙な学校現場での情報共有は困難を極めると感じています。どこの職
場に於いても大きな課題です。しかし私が知る限りですが、宅峰中の先
生方の情報連携は素晴らしいと感じています。

・

・

・

・

・

ＬＥＶＥＲの周知及び加入率を上げ、学校か
らの情報発信の方法を多様化していく。
まち協へのＨＰの紹介を積極的に行い、学校
教育への理解と協力を図っていく。

学校の評価は妥当である。
Ｍボードにより学校の様子がよくわかる。
積極的にMボードを活用することで、情報発信に務められています。（見
える化）紙媒体だけでなくメール配信を合わせて行うことで積極的な情
報の周知が図られています。

教育環境整備

学校開放の充実

教育課程は年間計画に基づく実施　⇒◇授業時数の確保
◇職員：教育課程評価②④⑩⑬⑱　３．１以上

○

○

△

・【学校関係者評価】　　Ａ：自己評価は適切である　　　Ｂ：自己評価は上方修正すべきである　　　Ｃ：自己評価は下方修正すべきである

学校評価の設定・充実 自己評価及び学校関係者評価を活かした改善を行う　⇒
評価結果の職員への周知と共有

校舎内外の環境整備と美化 教室・廊下等の整備や展示物の充実及び花壇整備、美化
に努めている⇒整備状況（生徒指導評価⑩３．５以上）

地域会合・行事への参加 ＰＴＡ行事・地域行事、まちづくり協議会等に積極的に
参加している⇒参加状況

Ｍボード、ホーム・ページや連
絡メールによる情報発信

学校内外の様子を電子情報で積極的に発信

学校便り、学年便り、係からの
便り等の発行

学校内外の生徒の様子を紙媒体で積極的に発信

情報提供

保護者・地域
との連携

○

△

コロナが第５類となりコロナ禍前と同じ状況で学校
を開放することができ、保護者の多数の参加があっ
た。
今後、行事の精選を行いながら教育活動の充実を図
る必要がある。

・
・
・

学校の評価は妥当である。
体育会や合唱コンクールなど生徒の主体性がとても見えた。
学校開放については、状況に応じた適切な開放が行われています。PTA行
事等、積極的な対応が図られています。

・

・

・


